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所
在
地
の
紹
介 

苫
前
町
は
北
海
道
の
北
西
部
、

留
萌
地
方
沿
岸
線
の
中
央
部
に

位
置
し
、
人
口
約
２
，
９
０
０

人
、
道
内
屈
指
の
「
強
風
地
帯
」

で
、
風
車
の
町
（
風
力
発
電
）

と
し
て
有
名
で
全
国
に
先
駆
け

て
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
し
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
と

地
域
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
町
で
す
。 

 

明
治
初
期
に
は
「
や
ん
衆
」

と
い
わ
れ
る
ニ
シ
ン
漁
師
が
き

て
ニ
シ
ン
番
屋
に
宿
泊
し
な
が

ら
漁
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
拠
点
を
苫
前
に
移
す

人
々
が
定
住
し
、
今
の
苫
前
町

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 森
林
事
務
所
の
概
要 

三
渓
（
さ
ん
け
い
）
森
林
事

務
所
は
、
古
丹
別
・
奥
古
丹
森

林
事
務
所
と
の
合
同
森
林
事
務

所
で
苫
前
町
古
丹
別
に
所
在
し

て
い
ま
す
。
合
同
森
林
事
務
所

で
は
、
私
と
首
席
森
林
官
１
名
、

非
常
勤
職
員
２
名
の
計
４
名
で

各
種
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

苫
前
町
の
約
９
割
は
森
林
で
、

そ
の
う
ち
約
８
割
が
国
有
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。
三
渓
森
林
事

務
所
で
は
約
１
２
，
２
０
０
㏊

を
管
轄
し
て
お
り
、
昭
和
初
期

に
は
森
林
鉄
道
（
ポ
ン
ポ
ン
蒸

気
機
関
車
）
が
走
り
、
た
く
さ

ん
の
丸
太
が
山
か
ら
運
搬
さ
れ
、

林
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 

森
林
官
の
業
務 

 

森
林
官
は
管
轄
し
て
い
る
国

有
林
の
現
状
を
把
握
し
、
多
岐

に
わ
た
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
苗
木
の
植
栽
や
伐
採
作
業

な
ど
の
請
負
事
業
の
監
督
業
務
、

林
道
の
維
持
修
繕
、
境
界
等
の

確
認
、
入
林
者
へ
の
注
意
喚
起

な
ど
を
行
い
、
冬
期
間
は
ス
キ

ー
や
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
使
用
し

地
況
林
況
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
３
年
ぶ
り
に
当

署
も
共
催
し
て
い
る
「
苫
前
町

植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
部
内
の
「
サ
ン
ケ
ベ
ツ

遊
々
の
森
」
に
お
い
て
、
苫
前

小
学
校
１
・
２
年
生
17
名
と
古

丹
別
小
学
校
１
年
生
８
名
を
対

象
に
森
林
教
室
を
開
催
し
、
森

林
の
散
策
や
落
葉
を
使
っ
た
万

華
鏡
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 三
毛
別
の
羆
（
ヒ
グ
マ
）
事
件 

大
正
４
年
12
月
、
約
３
４
０

㎏
の
羆
が
数
回
に
わ
た
り
民
家

を
襲
い
臨
月
の
女
性
や
幼
児
を

含
め
た
10
人
が
殺
傷
さ
れ
る

と
い
う
国
内
獣
害
史
上
最
大
の

被
害
が
あ
っ
た
地
域
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
事
件
発
生
か
ら
約
５

０
年
後
に
当
時
の
古
丹
別
営
林

署
に
勤
務
し
て
い
た
木
村
盛
武

氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
調
査
が
行

わ
れ
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
後
は
、
事
件
を
題
材
と

し
た
小
説
や
映
画
な
ど
数
多
く

の
作
品
が
創
作
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
も
テ
レ
ビ
会
社
が
番
組
制

作
の
た
め
現
地
を
訪
れ
て
い
ま

す
。 

 

お
わ
り
に 

三
渓
森
林
事
務
所
に
は
昨
年

４
月
に
着
任
し
、
事
務
所
部
内

の
状
況
把
握
を
進
め
な
が
ら
、

業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
国
土
の
保
全
や
水

源
か
ん
養
を
通
じ
て
安
全
で
快

適
な
国
民
生
活
を
確
保
し
、
貴

重
な
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。 

留萌南部森林管理署    
三渓森林事務所    

 森林官 加 藤 秀 一  

 

三渓森林事務所 森林官 

（苫前町の風力発電） 

（左上が著者） 

（三毛別羆事件復元地） 


